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⑪
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⑪
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６
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湯
川
村
フ
ァ
ミ
リ
ー
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11
月
６
日
の
村
産
業
文
化
祭
に
併

せ
「
健
康
福
祉
ま
つ
り
」
を
村
体
育

館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
介
護
予

防
教
室
に
参
加
さ
れ
て
い
る
元
気
な

高
齢
者
の
方
18
名
の
表
彰
式
を
行
い
、

代
表
で
堂
畑
地
区「
に
こ
に
こ
堂
畑
」

の
一
条
チ
ヨ
さ
ん（
95
歳
）に
三
澤
村

長
か
ら
表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

次
に
さ
わ
や
か
福
祉
財
団
理
事
の

丹た
ん

直な
お

秀ひ
で

先
生
を
お
迎
え
し
「
地
域
で

助
け
あ
い
を
広
め
る
た
め
に
」
と
題

し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
介
護

保
険
制
度
改
正
の
内
容
を
織
り
交
ぜ

な
が
ら
支
え
合
い
・
助
け
合
い
の
必

要
な
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
の
講
話

の
後
、
カ
ー
ド
を
使
っ
た
「
助
け
合

い
ゲ
ー
ム
」
を
体
験
し
ま
し
た
。
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
楽
し
く
助
け
合
い

に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。

湯川村産業文化祭2016
湯川村産業文化祭を、１１月６日（日）
各会場にて盛大に開催しました。

湯
川
村
健
康
福
祉
ま
つ
り

丹直秀氏による講話

オープニングのテープカットの様子（ＪＡ前駐車場）
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第
２
回
湯
川
村
こ
こ
が
ふ
る
さ
と
小
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

『
少
年
の
主
張
発
表
会
』及
び
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
第
２
回
湯

川
村
こ
こ
が
ふ
る
さ
と
小
中
学
生
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
『
少
年
の
主
張
発
表

会
』
及
び
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

が
11
月
６
日
の
村
産
業
文
化
祭
開
催

に
併
せ
て
、
湯
川
村
体
育
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
３
・
４
年
生
対
象
の
「
い
つ

も
あ
り
が
と
う
の
部
」
作
文
コ
ン
ク

ー
ル
に
61
点
、
小
学
校
５
・
６
年
生

と
中
学
生
対
象
の
「
少
年
の
主
張
の

部
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
160
点
の
応

募
が
あ
り
、
各
学
校
の
審
査
に
よ
り

19
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

少
年
の
主
張
発
表
会
で
は
、
７
人

の
入
賞
者
が
湯
川
村
に
対
す
る
思
い

や
友
達
と
の
関
わ
り
、
家
庭
で
の
こ

と
な
ど
、
日
ご
ろ
考
え
感
じ
て
い
る

こ
と
を
堂
々
と
発
表
し
、
審
査
の
結

果
、
小
学
校
５
・
６
年
生
の
部
１
点
、

中
学
生
の
部
１
点
が
優
秀
賞
と
し
て
、

小
学
校
５
・
６
年
生
の
部
３
点
、
中

学
生
の
部
２
点
が
優
良
賞
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
時
に
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
、幼
稚
園
児
や
小
学
生
の
絵
画
、

書
道
、
工
作
の
作
品
展
に
も
多
く
の

方
々
が
訪
れ
、
観
賞
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

次
年
度
も
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

多
く
の
村
民
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◦「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
」
の
部

笈
川
小
学
校
三
年　

高
橋
真
一
朗

笈
川
小
学
校
三
年　

谷
ケ
城　

奏

笈
川
小
学
校
三
年　

木
野　

綾
美

勝
常
小
学
校
三
年　

渡
部　

凛
音

勝
常
小
学
校
三
年　

渡
部　

玲
愛

勝
常
小
学
校
三
年　

大
場　

あ
ゆ

笈
川
小
学
校
四
年　

鈴
木　

英
市

笈
川
小
学
校
四
年　

大
塚　

理
央

笈
川
小
学
校
四
年　

坂
内　

由
依

勝
常
小
学
校
四
年　

片
桐　

乃
愛

勝
常
小
学
校
四
年　

二
瓶　

柚
芭

勝
常
小
学
校
四
年　

長
谷
川
未
來

◦「
少
年
の
主
張
」
の
部

優
秀
賞

笈
川
小
学
校
六
年　

鈴
木　

理
孔

湯
川
中
学
校
三
年　

鈴
木　

智
絵

優
良
賞

笈
川
小
学
校
五
年　

福
地　

春
蕗

勝
常
小
学
校
五
年　

高
橋　
　

蒼

勝
常
小
学
校
六
年　

波
多
野
叶
夢

湯
川
中
学
校
一
年　

坂
内　

謙
介

湯
川
中
学
校
二
年　

大
塚
孝
太
朗鈴木理孔君

ＪＡ前駐車場

村民ホール

村体育館

ユースピアゆがわ

園児、児童作品展示

ミニ四駆大会みのりの茶会

ＪＡまつり
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平
成
28
年
度
「
会
津

坂
下
町
・
湯
川
村
消
防

団
秋
季
連
合
検
閲
」
を

10
月
30
日（
日
）会
津
坂

下
町
立
坂
下
南
小
学
校

に
お
い
て
、
来
賓
多
数

出
席
の
も
と
、
盛
大
に

挙
行
し
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
も
と
、
検

閲
で
は
総
勢
約
500
名
の

消
防
団
員
に
よ
る
通
常

点
検
や
特
別
訓
練
が
行

わ
れ
、
両
消
防
団
が
日

頃
の
訓
練
の
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。
最
後
は

堂
々
と
し
た
姿
で
分
列

行
進
を
実
施
し
、
来
賓

の
方
々
か
ら
称
賛
の
お

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 平

成
₂₈
年
度

秋
季
消
防
連
合
検
閲

秋
の
防
火
パ
レ
ー
ド

通常点検を受ける消防団員分列行進を行う消防団員

消防車両等で消防屯所を巡回

火災予防を呼びかける少年消防クラブ員

　

湯
川
村
消
防
団
「
秋
の
防
火
パ
レ

ー
ド
」
を
11
月
13
日（
日
）に
実
施
し

ま
し
た
。

　

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
の
一
環

と
し
て
、
来
賓
多
数
の
参
加
の
も
と
、

消
防
団
員
、
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
員
が

消
防
車
両
等
に
分
乗
し
、
村
内
全
域

を
巡
回
し
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
に
は
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

員
も
参
加
し
、
同
乗
し
た
笈
川
・
勝

常
両
小
学
校
の
ク
ラ
ブ
員
６
名
が
ア

ナ
ウ
ン
ス
を
担
当
し
て
、
消
防
団
員

や
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
員
と
一
緒
に
村

内
か
ら
火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
消
防
団
員
が
各
家

庭
を
訪
問
し
、
火
災
予
防
の
チ
ラ
シ

を
配
布
す
る
な
ど
の
火
防
督
励
に
併

せ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
未
設
置

の
世
帯
に
は
、
高
齢
者
世
帯
を
中
心

に
火
災
警
報
器
の
配
布
、
取
り
付
け

を
行
い
ま
し
た
。

　

配
布
し
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
は

一
般
社
団
法
人
全
国
消
防
機
器
協
会

「
社
会
貢
献
委
員
会
」が
実
施
し
て
い

る
「
住
警
器
等
配
布
モ
デ
ル
事
業
」

に
よ
る
も
の
で
、
今
回
、
本
村
に
は

住
宅
用
火
災
警
報
器
100
個
が
無
償
提

供
さ
れ
ま
し
た
。

☆
秋
の
防
火
パ
レ
ー
ド

　
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
参
加
者

【
笈
川
小
学
校
】：
３
名

　

石
田　

愛
奈
さ
ん
（
桜
づ
つ
み
）

　

大
関　

仁
之
さ
ん
（
笈　

川
）

　

小
林
明
日
香
さ
ん
（
八
日
町
）

【
勝
常
小
学
校
】：
３
名

　

齋
藤　

泰
聖
さ
ん
（
勝　

常
）

　

二
瓶　

怜
侍
さ
ん
（
上
樽
川
）

　

二
瓶　
　

楓
さ
ん
（　

〃　

）

　

平
成
28
年
11
月
11
日（
金
）、
堂
畑
集
落
の
介
護

予
防
教
室
「
ニ
コ
ニ
コ
堂
畑
」
に
福
島
大
学
行
政

政
策
学
類
の
岩
崎
由
美
子
教
授
と
ゼ
ミ
の
学
生
が

参
加
し
ま
し
た
。　
　

　

湯
川
村
で
は
、
福
島
県
事
業
「
学
生
の
力
を
活

用
し
た
集
落
復
興
支
援
事
業
」
を
活
用
し
、
堂
畑

集
落
の
協
力
の
も
と
、
福
島
大
学
岩
崎
ゼ
ミ
の
学

生
が
集
落
活
性
化
に
向
け
た
研
究
・
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
堂
畑
集
落
の
事
業
の
調
査
の
一
環
と

し
て
、「
ニ
コ
ニ
コ
堂
畑
」
の
介
護
予
防
教
室
に

参
加
し
、
そ
の
後
、「
ニ
コ
ニ
コ
堂
畑
」
の
皆
さ

ん
と
収
穫
祭
を
通
じ
て
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
後
地
域
の
活
性
化
の
調
査
と
し
て
、

道
の
駅
あ
い
づ　

湯
川
・
会
津
坂
下
に
て
神
田
駅

長
を
交
え
て
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

介
護
予
防
教
室

「
ニ
コ
ニ
コ
堂
畑
」収
穫
祭
に

福
島
大
学
岩
崎
ゼ
ミ
が
参
加

ニコニコ堂畑での収穫祭の様子

④
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三澤村長に受賞報告をした　　　　　
片桐豊司さん（左）小林淳輔さん（中央）

謝辞を述べる小林淳輔さん

　

11
月
７
日（
月
）福
島
市
「
サ
ン
パ

レ
ス
福
島
」
に
お
い
て
、
平
成
28
年

福
島
県
統
計
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
本
村
か
ら
４
名
の
統
計
調
査
員

が
各
種
表
彰
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

　

式
に
は
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ

た
小
林
淳
輔
さ
ん（
下
扇
田
）、
県
統

計
協
会
名
誉
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ

た
片
桐
豊
司
さ
ん（
中
台
）が
本
村
受

賞
者
を
代
表
し
て
出
席
し
、
福
島
県

副
知
事
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ

た
小
林
さ
ん
は
昭
和
33
年
か
ら
25
回

以
上
統
計
調
査
に
従
事
し
、
統
計
の

発
展
と
普
及
啓
発
に
貢
献
さ
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
表
彰
式
の
席
上
、

受
賞
者
を
代
表
し
、
謝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
今
後
益
々

の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

	

（
敬
称
略
）

【
福
島
県
知
事
表
彰
】

	

小
林　

淳
輔
（
下
扇
田
）

【
福
島
県
統
計
協
会

　
　
　
　
　
　
　
名
誉
会
長
表
彰
】

	

佐
野　

常
雄
（
下
樽
川
）

	

片
桐　

豊
司
（
中　

台
）

	

兼
子　

英
二
（
勝　

常
）

福
島
県
統
計
功
労
者　
　

　

表
彰
で
４
名
が
受
賞
！

第
３
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

湯
川
村
チ
ー
ム　
　
　
　

　
　
お
し
く
も
初
戦
敗
退

　

10
月
15
日（
土
）か
ら
第
３
回
市
町
村
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
相
馬
市
光
陽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
で
開
催
さ
れ
、
湯
川
村
チ

ー
ム
は
16
日
会
津
若
松
市
と
対
戦
し
ま
し
た
。
会
津
若
松
市
チ

ー
ム
は
、
初
回
か
ら
打
線
が
繋
が
り
３
点
を
あ
げ
、
そ
の
後
も

着
実
に
点
を
重
ね
３
回
ま
で
で
６
点
を
リ
ー
ド
し
ま
し
た
。
湯

川
村
チ
ー
ム
も
３
回
裏
に
３
塁
打
を
打
つ
な
ど
チ
ャ
ン
ス
を
つ

く
り
ま
し
た
が
、
相
手
の
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
な
ど
で
あ
と
一
歩

得
点
に
つ
な
が
ら
ず
、
最
後
は
０
対
８
で
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
と
な

り
ま
し
た
。
初
戦
の
硬
さ
の
せ
い
か
惜
し
く
も
敗
退
と
な
り
ま

し
た
が
、
次
年
度
は
ま
た
強
い
湯
川
村
チ
ー
ム
本
来
の
姿
を
見

せ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
選
手
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で

し
た
。

　平成２８年９月３０日に勝常小学校の特別教室（音楽室・図書室・理科室・家庭科室・図工室）の電灯がＬ
ＥＤ化されました。この事業は、福島県省エネ意識向上プロジェクト補助金を活用し、地域における省エネ意
識の向上と地球温暖化防止を推進するため、福島県内の市町村
立学校へ省エネ設備を設置するものです。電灯の設置本数は少
なくても明るさは変わらずに保たれるため、節電効果が期待さ
れます。また、これと同時に小学校では、福島議定書事業とし
て二酸化炭素排出量の削減に努める事業（節電や節水、緑のカ
ーテン作り等）を行っています。ご家庭においても、省エネ意
識の向上に努めエコライフの推進をよろしくお願いします。
　なお、この事業を笈川小学校、湯川中学校でも実施する予定
です。

勝常小学校の特別教室にLEDの電灯を設置!!

⑤
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平
成
₂₉
年
１
月
か
ら
₆₅
歳
以
上
の
方
も　

　
　
雇
用
保
険
の
適
用
対
象
と
な
り
ま
す
。

今
月
の
納
税

今
月
の
保
険
料

12
月
26
日（
月
）ま
で

１
月
４
日（
水
）ま
で

固
定
資
産
税
第
３
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

普
通
徴
収　

第
５
期
分

納
税
は
『
納
期
限
ま
で
に
』

　
　
　
　

お
願
い
し
ま
す
。

納
税
は
『
納
期
限
ま
で
に
』

　
　
　
　

お
願
い
し
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先
・
納
付
相
談

　

住
民
税
務
課
住
民
福
祉
係

	

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
１
０

◎
口
座
振
替
に
よ
る
振
替
日
も

12
月
26
日（
月
）に
な
り
ま
す
。

◎
口
座
振
替
に
よ
る
振
替
日
も

１
月
４
日（
水
）に
な
り
ま
す
。

　
村
税
は
、
村
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。

　
必
ず
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

建
物
を
取
り
壊
し
た
方
は

届
出
が
必
要
で
す
！

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
の
土
地
・
建
物
等
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。
建
物
を
取

り
壊
し
た
場
合
は
、「
家
屋
滅
失
届
」

を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

届
出
が
な
い
場
合
は
翌
年
度
も
課

税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

○
保
険
料
は
制
度
運
営
の
た
め
の
貴

重
な
財
源
と
な
り
ま
す
。
納
期
限

内
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
今
年
度
の
保
険
料
額
や
納
付
方
法

は
、８
月
に
お
送
り
し
ま
し
た「
保

険
料
額
決
定
通
知
書
」
で
ご
確
認

い
た
だ
け
ま
す
。
年
度
の
途
中
で

新
た
に
被
保
険
者
と
な
っ
た
方
は
、

資
格
取
得
月
の
翌
月
に
通
知
し
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
65
歳
に
達
し
た
日
以
降

に
雇
用
さ
れ
た
方
は
、
雇
用
保
険
の

適
用
除
外
で
し
た
が
、１
月
以
降
は
、

１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間

以
上
で
、
31
日
以
上
の
雇
用
の
見
込

み
が
あ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
雇
用
保

険
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
対
象
と
な

る
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
の
方

は
、
加
入
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

納めた国民年金保険料は
全額が社会保険料控除の対象です !
　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康保険や厚生年金などの社会保険料を納めた場合
と同様に、社会保険料控除としてその年の課税所得から控除され、税額が軽減されます。

　控除の対象となるのは、平成２８年１月から１２月までに納められた保険料の全額です。過去の
年度分や追納された保険料も含まれます。
　また、ご自身の保険料だけではなく、配偶者やご家族（お子様等）の負担すべき国民年金保険料
を支払っている場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。

　なお、平成２８年中に納付した国民年金保険料について社会保険料控除を受けるためには、年末
調整や確定申告を行うときに領収書など保険料を支払ったことを証明する書類の添付が必要となり
ます。
　このため、平成２８年１月１日から９月３０日までの間に国民年金保険料を納付された方には１
１月上旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送られますので、申
告書提出の際には必ずこの証明書または領収書を添付してください。（平成２８年１０月１日から
１２月３１日までの間に今年初めて国民年金保険料を納められた方へは、翌年の２月上旬に送られ
ます。）

　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一のときにも心強い味方とな
る制度です。保険料は納め忘れのないようキチンと納めましょう。

◎お問い合わせ先　湯川村役場　住民税務課　住民福祉係　☎０２4１−２7−８８１０
　　　　　　　　　または　　　会津若松年金事務所　　　☎０２4２−２7−5３２１

◎
お
問
い
合
わ
せ
先
・
納
付
相
談

　

住
民
税
務
課
税
務
係

	

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
２
０
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マイナンバーの通知カードをなくしてしまったときは

　マイナンバーは今後、
・勤務先で源泉徴収票の作成や雇用保険の手続きをするとき
・税の確定申告をするとき
・役場で児童手当の申請や福祉、介護の手続きをするとき　など提出を求められることが増えていきます。
　もし、マイナンバーの通知カードをなくしてしまったときは、次の方法でマイナンバーを確認することができます。
※個人番号カードを作られた方については、交付時に回収しておりますので問題ありません。

　平成２7年１１月当初に通知されたものと同じものを再交付します。

○申請に必要なもの
１．運転免許証やパスポートなどの本人確認書類
２．再交付手数料５００円
３．印鑑
４．遺失届を届け出た警察署の連絡先と遺失届受理番号が記載された書類（家の外で

紛失された方のみ）
５．消防署または役場で発行する罹災証明書（焼失した方のみ）
　申請いただいてから約２～３週間程度で、国の機関から住所地へ簡易書留で郵送さ
れます。
※代理人による申請の場合は、上記の必要書類に加えて、代理人の本人確認書類、委
任状が必要です。

※１5歳未満の方、成年被後見人の方は法定代理人（親権者や後見人）による申請と
なり、湯川村に本籍がない場合は関係を確認するため戸籍謄本が必要です。

　写真付の身分証明としても使えるカードを作ることができます。
　申請書と封筒をお渡ししますので、写真と８２円切手をご準備いただき、下記の送
付先へ郵送していただきます。
　約１ヶ月程度で国の機関からカードが役場へ届きましたら、カード受け取りのご案
内通知をお送りします。

○申請書の送付先

〒２１９－８７３０　　日本郵便株式会社　　川崎東郵便局　　郵便私書箱第２号
地方公共団体情報システム機構　個人番号カード交付申請書受付センター

※湯川村の住民	の方は個人番号カードによる住民票等のコンビニ交付サービスは行っ
ておりませんのでご了承ください。

　上記の①、②のカードは申請してからお手元に届くまで時間がかかりますので、お急ぎでマイナンバーの確認が必
要な方は住民票をとって確認することができます。通常はマイナンバーを省略したものを交付していますので、マイ
ナンバーが必要な場合は申請時にお申出いただき、申請書に使いみちを記入してください。
※別世帯の方がマイナンバー入りの住民票を申請された場合は、住民票が必要なご本人の住所地へ郵送する取扱いとなります。

①通知カード再交付 ②個人番号カード交付 ③住民票（マイナンバー入り）

手数料 ５００円 無料 ２００円

有効期間 永久 ２０歳未満 　５回目の誕生日 提出先による２０歳以上 １０回目の誕生日
お手元に届くまで ２～３週間程度 １ヶ月程度 即日
身分証明書としての利用 × ○ ×
特徴 紙製 プラスチック製・写真入り ―

①通知カードの再交付

②個人番号カードの交付

③住民票（マイナンバー入り）を交付

◎お問い合わせ先　湯川村役場住民税務課住民福祉係　☎０２4１−２7−８８１０

⑦
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「村長との
対話の日」
平成28年

12月7日（水）
時間：9時〜正午まで
場所：村長室

　

第
４
回
湯
川
村
総
合
教
育
会
議
を

下
記
に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

○
日
時

　

平
成
28
年
12
月
７
日（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
１
時
間
程
度

○
場
所

　

湯
川
村
役
場　

１
階　

会
議
室

○
議
題

「
集
落
の
元
気
づ
く
り
と
こ
れ
か
ら

の
社
会
教
育
に
つ
い
て
」
な
ど

○
そ
の
他

　

こ
の
会
議
は
公
開
で
行
い
ま
す
の

で
、
傍
聴
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
情
報
に
か
か
わ
る
案

件
の
場
合
は
、
一
時
退
室
を
お
願
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

会
議
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
総
務

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

湯
川
村
役
場
総
務
課

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
０
０

「
人
権
週
間
」及
び「
特
設
人

権
相
談
所
・
行
政
相
談
会
」

の
開
設
の
お
知
ら
せ

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
12
月
10
日
（
世
界
人
権
宣
言
採
択
日
）
の
「
人

権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」

と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
、
積
極
的
な
啓
発
活

動
を
実
施
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
福
島
地
方
法
務
局
及
び
福
島
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
来
る
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
を

「
第
68
回
人
権
週
間
」
と
し
、
当
該
週
間
を
中
心
に
積

極
的
な
啓
発
活
動
及
び
相
談
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

本
村
で
は
、
左
記
に
よ
り
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
の
で
、
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
な
ど
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
は
行
政
相
談
会
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

○
日　
時　
12
月
３
日（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

○
場　
所　
湯
川
村
役
場

○
相
談
員　
村
澤　
　

宏
さ
ん
（
人
権
擁
護
委
員
）

　
　
　
　
　

小
沢　

晶
利
さ
ん
（
人
権
擁
護
委
員
）

　
　
　
　
　

兼
子　

正
幹
さ
ん
（
行
政
相
談
員
）

　

人
権
週
間
に
限
ら
ず
、
電
話
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
悩
み
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
次
の
ダ
イ
ヤ
ル
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

・
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
５
７
０
︲
０
０
３
︲
１
１
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
１
２
０
︲
０
０
７
︲
１
１
０

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０
︲
０
７
０
︲
８
１
０

「
第
４
回
総
合
教
育
会
議
」

開
催
の
お
知
ら
せ

　村では本年度、ふるさと納税財源事業のひとつとして、非農家等の世帯（※下記対象世帯）へ対し、湯川村
で栽培した米（湯川産米）を提供することにより、当該世帯を支援するとともに、湯川産米の消費及び流通を
拡大し、稲作農家の支援に寄与することを目的とし、湯川村ふるさと納税湯川産米提供事業（お米券助成事業）
を実施することとしました。
　なお、本事業の対象となる世帯の方へは、後日（12月上旬頃）役場から各世帯主様へ郵送でご案内します
ので、ご確認くださるようよろしくお願いいたします。

《「対象世帯」は下記の２つの要件の両方に該当する世帯となります。》
【要件１】平成２８年1０月1日（基準日）において、村の住民基本台帳に記録されている者で構成される世帯
【要件２】当該世帯の構成者が「平成２８年度湯川村地域水田農業特別奨励補助金（ふるさと納税事業に係る

農家支援助成金）」の交付対象者とならない世帯

《「お米券助成事業」の流れは以下のとおりです。》
①助成対象世帯の世帯主様へ対し、助成の決定通知に当該世帯人数分の「湯川産米引換券（お米券・1枚５kg
交換用）」を添えて特定記録郵便で郵送させていただきます。（12月上旬予定）

➡
②お米券の交付を受けた方は、村内の「指定米穀販売業者」（発送時にご案内します。）において、お米券を提
出し湯川産米と交換します。（1枚／５kg分）

➡
③お米券を取り扱った「指定米穀販売業者」は、当該代金分について村へ請求をします。

※なお、農家の方へ対する「ふるさと納税事業に係る農家支援助成金」についても12月中の助成（2,000円
／10aあたり）を予定しておりますので後日ご案内いたします。

　　　　　　　　　　　◎お問い合わせ先　湯川村　産業建設課　産業振興係　☎０２４1−２７−８８４０

平成28年度湯川村ふるさと納税
湯川産米提供事業（お米券助成事業）

⑧
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テクノアカデミー会津
からのご案内

自動車の登録（移転・変更・まっ消）は
お済みですか

自動車事故被害者
救済制度のお知らせ

視覚障がい者の
教育相談

お子さまの教育資金を
「国の教育ローン」（日本政策金融公庫）がサポート！

　自動車税は、毎年4月１日現在で、運輸支局
に登録されている所有者（割賦販売購入の場合
は使用者）に課税されます。
　例年、「持っていない車の納税通知書がきた」、
「納税通知書がこない」等の問い合わせが数多
く寄せられています。
　納税通知書が間違いなく届くように、次のよ
うな場合は３月３１日までに運輸支局で登録手
続きを済ませましょう。
　①住所が変わった　②自動車を人に譲った
　③廃車した　など
◎お問い合わせ先
　福島県会津地方振興局県税部　課税第二課
　☎０２4２−２９−5２６１

交通遺児等育成資金の貸付
○対 象 者
０歳から中学３年卒業までの児童・生徒
自動車事故により死亡した方の子、または国
土交通省令で定める後遺障害が残った方の子
○貸付金額　一時金…１55,０００円
　　　　　　毎月……１万円または２万円
○利　　子　「無」
○貸付条件　市町村民税が非課税または均等割

のみ課税など
◎お問い合わせ先
　独立行政法人自動車事故対策機構　福島支所
　☎０２4−5２２−６６２６
　FAX０２4−5２２−６６２7

　疾病などによる視機能低下
（著しい視力低下や視野狭窄、
視野欠損等）で、進学や就労で
お困りの方の教育相談を行って
います。

○開催日
　毎月第２・4週の月～金
　９時～１６時
○対　象
原則１８歳以上の方（高校生
も可）お気軽にお問い合わせ
ください。（ＨＰもご参照く
ださい）

◎お問い合わせ先
　県立盲学校（福島市）
　☎０２4−5３4−２574

○場　　所　テクノアカデミー会津
○申込方法
「受講申込書」に記入し、下記住所へメール、郵送、持参、
もしくはＦＡＸで送信してください。（「受講申込書」は、本
校ホームページhttp://www.tc-aizu.ac.jp/	経営企画部門から
ダウンロードしたものをお使いください）
○お問い合わせ先
〒９６９－３５２７　喜多方市塩川町御殿場４－１６
福島県立テクノアカデミー会津
☎０２4１−２7−３２２１　FAX０２4１−２7−３３１２
メール　aizu-ta@pref.fukushima.lg.jp

　高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用を対象とした公的な融資制度です。
○ご 融 資 額　お子さま１人あたり350万円以内
○金　　　利　年１.９％　固定金利
※母子家庭、父子家庭または世帯年収（所得）２００万円（１２２万円）以内の方は年１.5％（平成２８年１０月１３日現在）
○ご返済期間　15年以内
（交通遺児家庭、母子家庭、父子家庭または世帯年収（所得）２００万円（１２２万円）以内の方は１８年以内）
○お使いみち　入学金、授業料、教科書代、アパート・マンションの敷金・家賃など
○ご返済方法　毎月元利均等返済（ボーナス時増額返済も可）
○保　　　証　（公財）教育資金融資保証基金（連帯保証人による保証も可能）
◎お問い合わせ先　ＨＰ（「国の教育ローン」で検索）または教育ローンコールセンター
　　　　　　　　　☎０57０−００８６5６（ナビダイヤル）または☎０３−5３２１−８６5６

コース名 日　　時 金額 締　切
（受験対策コース）
品質管理（QC検定 ２級）

（定員１５名）

１月２３日㈪、２５日㈬
　　２７日㈮
 9：00～１6：00（１8時間）

受講料6,１00円
教材費３,888円 １月 6 日㈮

文書作成＝word２0１３
基礎（夜間コース）

（定員１0名）

２月１５日㈬～ ２8日㈫
１8：00～２0：00（２0時間）

受講料４,７00円
教材費２,１60円 １月３１日㈫
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◎お問い合わせ先：社会教育指導員　柏木まで　☎０２４1−２７−８８８０
質問があれば、ぜひ湯川英会話にメールしてください！来月の広報も楽しみにしていてください。

kyouiku@vill.yugawa.fukushima.jp

Tyler’s English Class タイラー先生の英会話 第２弾

　1２月２３日（金）から翌年1月９日（月）まで、1８日間の冬休みに入ります。
　年末年始にかけては、家庭や地域でいろいろな伝統行事が行われます。家族や地域の一員としての自覚を育
む良い機会ですので、積極的に参加させましょう。
　ただし、学校生活からの開放感で非行や交通事故などを起こしやすい時期でも
ありますので、村民の皆様には、子どもたちが健康で明るい冬休みを過ごすこと
ができるよう「いつでも・どこでも・ひと声かけて」にご協力をお願いします。
　いじめや非行と思われる言動や不審者を見かけた際には、連絡先までお知らせ
ください。
　また、緊急の際は、全家庭が「避難の家」としてご協力をお願いいたします。

《連　絡　先》
○ゆがわ幼稚園　☎０２４1−２７−５２０５　　○湯川中学校　☎０２４1−２７−５1６1
○笈川小学校　☎０２４1−２７−３２６６　　○教育委員会　☎０２４1−２７−２２５０
○勝常小学校　☎０２４1−２７−４1５８　　○湯川駐在所　☎０２４1−２７−３２６９

～　湯川村小中学校生徒指導連絡会 ・ 湯川村教育委員会　～

子どもたちに、充実した
冬休みを過ごさせるために…

村民の　
　皆様へ

　みなさん、クリスマスまであと1ヶ月ぐらいですね。皆さんも知ってのとおりクリスマスはキリストの
誕生日です。アメリカではクリスマスは一番大事な日で、最も聖なる日です。大抵の人は家族とともにク
リスマスイブかクリスマスに教会に行きます。私は子供の時毎年行きました。教会でクリスマスの歌を歌
うことはとても楽しく、特に私の好きな歌は「O Come All Ye Faithful」（讃美歌111番・神の御子は
今宵しも）です。
　そして、クリスマスは子供たちの一番好きな日です。朝起きると両親からプレゼントをもらい、そのプ
レゼントを開けたり集まった家族で1日遊ぶことはとても幸せに感じました。
　湯川村に来る前、私は東京で２年間ほどクリスマスを過ごしました。びっくりしたのはアメリカのクリ
スマスとは違い、日本の人たちは友達か恋人とパーティーをしたり、出かけたりすることでした。私も東
京では彼女と素敵なレストランに行って、横浜で日本流のクリスマスを体験しましたが、家族で祝うクリ
スマスがやっぱり好きです。
《クリスマスのあいさつとして》
「Merry Christmas !」
「Happy Holidays !」クリスマスをしない人にも言えるあいさつです。
「Santa Claus is coming to town !」というのは
「サンタクロースは来るよ！」という意味です。

年末年始の交通事故防止県民総ぐるみ運動
期　　　　　　間 　平成２８年1２月1０日（土）から平成２９年1月７日（土）までの２９日間

運動のスローガン 　こんばんは　　早めのライトで　　ごあいさつ
運 動 の 重 点 　◦夕暮れ時や夜間の交通事故防止（特に、反射材用品等の着用の推進）

◦後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
◦飲酒運転の根絶
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消防署からのお知らせ

ATMに行ってほしいはサギ !

警察官を名乗る不審電話発生 !

泥棒から家を守ろう !

還付金詐欺にご注意 !
会津坂下警察署からのお知らせ

湯川村内街頭犯罪等発生状況（平成28年10月現在）

区　分
街　　頭　　犯　　罪 街

頭
犯
罪
合
計

そ
の
他
刑
法
犯
等

全
刑
法
犯

強

盗

空
き
巣

忍
込
み

事
務
所
荒
し

出
店
荒
し

自
動
車
盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

自
転
車
盗

自
販
機
ね
ら
い

車
上
ね
ら
い

ひ
っ
た
く
り

部
品
ね
ら
い

強
制
わ
い
せ
つ

管　内 5 5 1 1 13 9 34 70 104
湯川村 1 1 2 4 6
※その他刑法犯等には、暴行、傷害、万引き、詐欺、器物損壊などの
犯罪発生件数が含まれます。

※上記発生件数は、平成28年 1 月 1 日からの累計数となっています。

会津坂下警察署管内で、忍び込みや車上狙いが発生しています。
夜間に無施錠の玄関や勝手口から侵入されています。
○在宅中でも鍵をかけましょう。
○車も施錠し、車内の見えるところにバッグや貴重品は置かないようにしましょう。

自治体職員を名乗る者からの不審電話が発生しています。
手口は、医療費や医療保険料の還付金があると言って、
ATMに誘導しお金を振り込ませようとするものです。
ATMから還付金が戻ってくることはありません。

手口は、自動音声で「警察からの電話です。９番を押してください」と電話や、
警察官を名乗る者から、「通帳が届いている・口座番号を教えて欲しい」など
と電話があるものです。警察では自動音声の電話は使用していません。

不審電話は
会津坂下町でも発生!

電話で口座番号などを
聞くことはありません!

カクニンジャー
福くん

　寒さで、暖房器具を使う機会
が増え火災が発生しやすい季節
になりました。
　空気も乾燥しておりますので
火気の取扱いに十分注意し、火
災を未然に防ぎましょう！

※消防署では、現在村内で消火栓
点検を実施しております。
ご迷惑をお掛けいたしますが、
ご協力お願いいたします。

会津若松消防署十文字出張所
電　話　0242－75－2151
ＦＡＸ　0242－75－2196
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12
月
の
行
事
予
定

１
日（
木
）交
通
事
故
ゼ
ロ

	

歩
行
者
優
先
の
日

22
日（
木
）幼
・
小
・
中

	

第
二
学
期
終
業
式

23
日（
金
）天
皇
誕
生
日

28
日（
水
）官
公
庁
仕
事
納
め

（
上
段
は
人
身
事
故
・
下
段
は
物
損
事
故
）

村内の交通事故
件数

12平成27年
（ 1月～12月）

平成28年
10月

平成28年
累　　計

2

10

78

交通死亡事故ゼロ日数
（平成28年10月31日現在） 288日

4

59

死亡

0

0

1

傷者

19

2

13

　

家
庭
の
話
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い
、
一
緒
の

食
事
の
励
行
、
親
子
ふ
れ
あ
い

運
動
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

毎月
「
第
３
日
曜
日
」
は

「
家
庭
の
日
」
で
す

あ
い
さ
つ
運
動

あ　

明
る
く　

い　

い
つ
で
も

さ　

先
に　
　

つ　

続
け
て

湯
川
村
青
少
年
育
成
村
民
会
議

一
声
運
動
を
普
及
し
ま
し
ょ
う
。

戸籍の窓口

◦村の花…
　　アジサイ

◦村の木…
　　イチョウ

◦村の鳥…
　　カッコウ

人の動き（11月１日現在）

総人口（前月比）
総人口 3,341人（△　7）
男 1,610人（△　4）
女 1,731人（△　3）
世帯数 1,013世帯（△　2）

※この欄に掲載を希望しない方は、住民税務課
住民福祉係へ申し出てください。

（10月受付）
お誕生おめでとうございます

（地　区） （両　親） （子）

森　　台 坂内　俊介
　　　美幸 昭

あき

仁
ひと

謹んでお悔やみ申し上げます
（地　区） （本　人） （年齢）
佐　　野 髙畑　シノ １００歳

三澤　綺
あや

仁
と

くん（中ノ目）

新井田　朝
あさ

柊
ひ

くん（美田園）津瀧　成
なる

ちゃん（沼ノ上）

津村　創
そう

太
た

くん（中扇田）田部　愛
まな

佳
か

ちゃん（美田園）

『乳児健康相談（9～10か月児）より』
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